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さに ｢体得｣することが目指されているわけである｡すなわち､ここで重要なのは ｢何 (What)を得たか｣ではな


















がえるし､実際に､｢当初計画｣と実際の ｢講義過程｣とはかなり異なったものとなっている (田中 ･杉本 ･溝上､
1998､pp.ll-16参照)｡田中は､｢ライフサイクルと教育｣を開講するにあたり､｢方法の面で考えなければならない
ことは､受講生が多人数であり互いゐ基本的構えが異質であることを､むしろ (逆手にとって)生かすことです｡｣


























あったよ､ と返 してあげるとね､学生同士の討論の輸みたいなものができるわね｡ ところが､それは十分使えな
かった｡ この方式では無理があった｡だか らね､あの､ これをや りなが らものす ごく不満を感 じてたときがあっ
て､それはなんだっていうと､一つはですね､･一対一の関係 しか作れない｡その､学生同士のネットワークをど
うして もうまいことつ くれない､ というのが ものす ごく不十分に感 じた｡ もう一つは､二極分解 という､のれる
人 とのれない人､それをどうして もうまく克服できなかったっていう､なんかつ らさみたいなものがあって｡で､
なんで今年､はら､電子会議室使お うとしてるのか とかね､それか ら､ こう少人数のゼ ミやろうとしてるか って
いうと､ もっぱ らその二つを乗 り越 したいわけね｡(カッコ内筆者補足)
｢教育 とコ ミュニケーション｣第 3回授業時1999.4.28の記録 ビデオより
こうしてみるとわかるように､本実践は決 してインターネットというメデ ィアが存在 したか ら敢えてそれを利用 し







｢教育 とコ ミュニケーション｣ と､ 慶鷹大
学組合政策学部側の井下理教授が担当する





京都大学側の授業 シラバ スには､ ｢前期
の演習では､夏期休暇中の合同合宿を目指
して､以下の項 目について､順次話 し合い





しか し､実際の授業は決 してその通 りには
進まず､結果的には表 1に示 したように､
合宿を目指 したディスカッションが多 くを






(科目名)鞭雷とコミ‡ニケ⊥シヨン ( ～ ) ^ #蝉 位 歎 4単位
(英 釈)肌 cAtiOn8ndCcNdILItlicatiOn ({ 鱒 期) 前 期棟葉形嶋 漬 習対義回生 2-4回生(所 Jt 布 局)(僧 名)(氏 名)
轟等畿青セ 数 枚 El中毒美 (対象学生) 全学向き
高専徽雷セ 助敦練 石村雅雄 (嶋 時 限) 柵期の水
高嶋最雷セ 助数枚 大山集宏 嶋4隈とJl休み中の集中


























図 1 京都大学 ｢教育 とコミュニケーション｣授業内容
平成11年度 京都大学 『全学共通科 目履修案内』p.105より
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表 1 京祁大学 ｢教育 とコ ミュニケーション｣授業及びその関連行事の内容
授 業 日 出席教官 授 業 概 要 備 考
第1回 田中毎実 オリエンテーション 人数超過のため
4月14日 石村雅雄 ･授業のテーマと簡単な目的､合宿についての説明 (神藤) スタ ッフで受 講
大山泰宏 ･集中ゼミ､連携､メディアを利岡することの意味についての説明 (田中) 者を22名 (- 29
満上慎一 ･スタッフの自己紹介 (スタッフ全員) 名) に決定
第2回_ 田中毎実 アイスブレーキング 会費制により､ビールと軽食
4月21日 石村雅雄 ･ホームペー ジの記入について (神藤)
大山泰宏 ･井下ゼ ミと､ゼ ミの論文集の紹介 (神藤 .石村)
溝上慎一 ･｢大学と私｣をもとに自己紹介&懇親会 (学生及びスタ ッフ)
神藤責昭 ･-ンドルネームで投稿するか本名で投稿するかという議 論が自然発生
第3回 田中毎実 事務連絡&田中先生より話題提供
4月28日 大山泰宏 ･教官側の自己紹介文配布その他連絡等 (神藤)




5月12日 大山泰宏 ･合宿先までどうやって行くかなど (大山)
神藤貴昭 ･ボディーワ-ク～ブラインドウオーク等～ (大山)
第5回 田中毎実 合宿について&ボディーワーク 学生間で電話番号とメールアドレスの交換














(6月8日) 京大スタッフ (田中 .神藤)の慶応井下ゼミ訪問
第8回 田中毎実 合宿に向けて (尾)澤さ んと磯松さん来京)
6月9日 大山泰宏 ･SFCスタッフ尾 荏さんと学生の自己紹介
神藤昌昭 ･セッションの内容についての議論 (学生 )
(6月10日) 学生主催のコンパ (由中 .石村 .大山 .神藤 .田口.村上も参加)
第9回 田中毎実 合宿に向けて
6月16日 石村雅雄 ･事務連絡 (神藤)
大山泰宏 ･合宿に関する議論 (学生)
神藤貴昭 リクリエーションをどうするか
合同合宿 田中毎実 合同合宿 (学生)
6月18日 石村雅雄 ･名刺交換会 .セッション0 (｢合宿のテーマと流れをどうするか｣全体デイスカツ
～ 大山泰宏 シヨン).セッション1 (｢大学と私｣小グループディスカ ッション).セツシヨ
6月20日 神藤貴昭 ン2(テーマ別グループディスカッション).セッション3 (チ-マ別 グル-プ
ディスカッション).セッション4 (全体飲み会).セッション5 (合宿を通 して
の全体ディスカッション)
第10回 田中毎実 合宿の総括









第12回 田中毎実 最終授業 会費制により､ビールと軽食
7月7日 石村雅雄 ･合宿会計について (合宿係)
大山泰宏 ･論文について (内容､期限､作成形態､ 印刷や製本など)の議論 (学生)










77･イル(p 繍纂(i) 表示(沙 ジャンプ喧) CbrnruliGatOr喧)ヘルプql)
iSy ;A)Y 醐 急 み 訟 品 嘉 印孟 セキ藍 イ …3･i
+'プ.)クマー ク .i 場所‥tp://～ .Sfc.keK).aC.J)t9519880^k/
&hst｡ntMessJKe 当新着 9 お桝 ) 9 メンバ ズー g コネクション 9 マー ケット JLチャネル
KyobRbioJdntseminar
京都大学授業概要紹介
点示片を射 iTさま7-.切 羽■以内の発tをf暮&示.3i:1脚 .20ウリ17'っ&示.
叫 ッリ丁喪封 廿名書叫 _一括裏声｣ 兼準二耳 I
Qji)[1/2]>jri;･
｣JA文について -=二二二ここ 桝 7月1810-23j?(f162)
L･ARe:論文について 一石村稚縫 99年7月唱 1906分(暮164)
｣末彰大字6/30横薫嘱雫 一掃職責昭 99年6月30日1叫 Pi?(-leo)
L･個 我コミメーリングリス ト闇扱 一村上正行 99軒月181解合(暮161)
巨歯Re:石村先生へ -神慮義昭 99JF明29E312828台('150)
L･周 Re:石村先生へ -石村稚縫 99年明29日1叫38台(暮159)
｣京鮎大学6/23複藁覇零 (含有直後 !) 一神職義昭 99ヰ6月23日17ff27分(暮16)妻_MJメーリングリス ト 一二二二二二 99JF6月24日1ql分(暮IP)
Re:メーリングリス ト =ー二一二 99年6月21日2書55分(●1Je)
L･一画 掲示頓とメーリングリス ト ≡ー≡喜三 994CA27日叫3別I154)
Ro:メーリングリス ト一二二二二_▲_二二1出 lJIZ■∃T■鵬 (¶51)
L.画 ナンバリング機毛について -ここここ､99JF6月26823851ii(暮153)
Re:メーリングリス ト 'ー-二㌧ 一一二二l柵 月2暮白zP 1台(M2)
dJa･0 ドキュメント‥光7.
R●:茶事大事6/23機雷4雷 (含7i直積 !) -.∴∵ユ ニ. 9944月27日琳 身(n56)
凝 鴨 dy 〔ヨ 乙ヽ





































｢Mosaic｣が開発され､その後 ｢Netscape｣や ｢InternetExplorer｣などへと開発 ･改良されたことによって､イン
する事が可能となったために､個人単位での情報発信が容易になり､従来にはみられなかった双方向性のコミュニケー
ションが可能となったことである｡










るプロジェクトで､財団法人コンピュータ教育開発センター (CEC)と情報処理振興事業協会 (IPA)が実施 してい


























の必要なシステムを作成 している (新谷 ･内村､1996)｡










どの学校が参加 しており､各校が地元のプロバイダと契約 して接続 している｡｢こねっと･ワール ド｣(http://www.
wnn.or.jp/wnn-S/)では､学校から送 られてきた学校ニュースや博物館 ･科学館などの情報､あるいは先生のため
の遠隔授業やVOD､学校間交流に関する様々な情報が公開されている｡ また各業界の一流人を講師に迎えた ｢こねっ
と･セ ミナー｣も開催されており､毎回テレビ会議 システムを用いて700校程度が参加 している. ここでは､事前に
講師に話 してほしい内容や質問したい事項などをメールなどを用いて募集 しており､双方向性の特徴を持たせている｡






最近では､ インターネッ ト接続や情報提供 という支援以外のユニークなプロジェク トも行われている｡
ThinkQuest-(http://www.thinkquest.org/)は世界中の12歳から19歳までの中学生 ･高校生を対象として､何かを









































































インターネットの位置づけ 利 用 者 の 目 的 利 用 例 実 践 例
1 個々の知識や技術を得るための道具 A 情報の共有化 シラバスの公開 各大学機関等B 技能の習得 英語力の向上 CALL (京都大学等)
C 新たな知識の獲得 調べ学習での活用 100校プロジェクト

















































がなされている (大島､1998a､1998b)｡また先述 したように､中京大学では協調学習支援用ノー トシステムとして
ReCoNoteを制作 し､実際に ｢ヒューマンインターフェイス論2｣という講義で活用され､評価がなされている (益
川 ･青木 ･八木､1998)0｢ReCoNote｣は､自分の考えを外化 し､またそれを相互にリンクさせることで､共同作業
















｢インターネット｣ という3つのリアリテ ィが有機的に組合わさった実践と特徴づけること が できる (図4参照､図
中-は､議論や会話の方向性を示 している ｡)0
よって､KKJ実践では､インターネッ トは学びの共同体を成立させるための場としての役 割が期待されていると
いえ､上述 した類型の2)にあたると考えられる｡しかし､これまでの実践が､イン タ ーネ ッ トという場があらかじ





さを体得｣することが目指されている｡ 先に ｢ライフサイクルと教育｣との関連について述べたが､｢教育 とコミュ
ニケーション｣におけるインターネットというメディアは､｢何でも帳｣の単なる発展であり延長であるだけではな
い｡メディアのもつ特徴は､それが使われた授業の目標 ･形態 ･教授者のスタンスを抜きには語れない ｡ メディアは
メディアの機能のみを取り出すのではなく､授業システム全体との関わりの中でみていかなければならないのである｡
今回の ｢教育とコミュニケーション｣という授業は､｢活動性｣｢到達点の自由度｣ともに非常に高いものである｡こ
れは､毎回 ｢講義｣という形で新 しい話題を教授者側から示 した ｢ライフサイクルと教育｣とは､目標 ･形態ともに
全 く異なるものである (それぞれの授業の位置づけの違いについては､溝上 ･田口､1999参照)｡すなわち､ メディ
アが異なるということは､メディアを含めた授業における環境構成がすべて変わってくるということである｡ おそら
く､｢ライフサイクルと教育｣の公開講義における ｢何でも帳｣をそのまま ｢インターネット｣に差 し替えても､決
して何でも帳より効果があったとはいえないだろう｡｢ライフサイクルと教育｣における授業は､｢学生の授業構成力
を生か した教師による授業構成｣であり､｢すべての授業構成を学生にゆだねる｣ことではない (田中､1998､p.8)




ディアということができる｡ インターネットは放っておくとどこまでも拡散していくメディアである｡ 非常に ｢制約｣
の少ないメディアであるといえる｡ しかしだからこそ､受講生の数は制限せざるを得ず､教授者側の環境設定はある
意味､非常に撤密にならざるを得ないのである｡例えば､今回京都入学側では､教授 1､助教授 2､助手 2､研修員､
院生という7名が本実践に関わった上で､ホームページの管理に至っては､慶鷹大学側に一任 している｡ (なお､授
業においてどれだけの教官が毎回参加 していたのかについては､表 1参照のこと｡)また､今回の受講生を絞 り､参
加者を決定 したのは教授側であり､さらに､慶腔大学と合同合宿をするということを決めたのも教師である｡ ホーム
ページを準備 したのも教授側であるし､授業の内容としてボディワークを提供 したのも教師である｡ こうして考える











しかない ｢授業｣.という ｢非日常｣ と自分たちの ｢日常｣をつなぐ役割は担っていたようである｡ しかし､インター
ネットの捉え方や活用の仕方は個人差が激 しく､授業システム全体の中でのインターネットの効果をさぐっていく必
要があると考えられる｡














なお本論文は､田口 ･村 L両者で内容を検討 した上で4を村上が､それ以外を田口が執筆 した｡
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